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健康経営の推進 健康課題の可視化と 健康文化の醸成

健康開発学科 健康行動科学専攻（ 健康情報学専攻 2025年4月よ り ）

健康経営に基づく 保健・ 医療情報を 活用し た健康課題の可視化

津野 陽子 准教授

健康経営、 データ ヘルス 、 労働生産性、 働き 方改革、 産業保健

http s://w w w .sp u .a c .jp /a c a d e m ic s/d b /ta b id 334.htm l?p d id =299tsuno

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイント など

研 究 紹 介

健康経営と は、 従業員の医療・ 健康問題を 経営課題と 捉え、 健康と 生産性の両方を 同時
に行う マネジメ ン ト （ Hea lth  and  Productiv ity Manag em ent） の手法です。

組織の健康課題を 可視化し 健康リ ス ク を 評価する 手法およ び健康リ ス ク と 生産性の関連
は国内外において研究が蓄積さ れてき ていま すが、 健康経営に取り 組んだ効果を ど のよ う
に測定する のか、 何を も っ て効果がある と 言える か、 学術的にも 実践的にも 検討課題と

なっ ていま す。 組織における 健康経営の効果はど のよ う に測定する か、 健康経営を 促進す
る 健康文化について研究し ていま す。

日本再興戦略に「 健康経営」 と いう 言葉が出る 前の2013年から 健康経営研究に従事し て

き ま し た。 共同研究等によ り 実践的な健康経営の推進と と も に国内外の知見を 踏ま えた研
究的エビ デンス の蓄積を 進めており ま す。 こ れま で病院組織等と の共同研究や、 保険者、
経営者、 保健事業担当者、 健康管理担当者など を 対象に多数講演・ 研修会を 実施さ せてい

ただいており ま す。

（ 参考） 健康経営の枠組みによ る 健康課題の見える 化 http ://squa re .um in .ac.jp/hpm /

●健康経営と 働き 方改革
病院組織における 健康経営 -職場環境要因と 生産性指標の関連-
組織における 健康経営の効果測定～健康課題の可視化と 健康リ ス ク の評価について～

健康経営を 推進する ためには～健康課題を 見える 化し 生産性を 高める ～
健康経営の推進～健康課題の見える 化と 働き 方改革について～

●企業・ 組織と 保険者と のコ ラ ボヘルス 推進
コ ラ ボヘルス ・ 健康経営の必要性

●PDCAサイ ク ルに基づく 保健事業の展開 など を テーマにし た講演、 研修会

対象組織参加型で共同研究を 提案し ていま す。

1. 医療・ 介護施設における 健康経営
2. 健康経営に基づく 健診データ 等を 活用し た健康課題の見える 化
3. 健康経営推進のための組織（ 職場） の健康文化の醸成

4. 健康課題の見える 化と 働き 方改革の推進
5. 健康と 生産性の最適化を 目指す働き 方モデルの構築
6. 健康・ 医療情報を 活用し た「 健康経営」 の効果測定の分析モデルの開発
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【研究分野】
【キーワード】
【U R L】

埼玉県立大学研究・地域活動シーズ2022-2023 追加・更新版

医療政策に関わる研究を幅広く行ってきました（医療保障の理念、医療費適正化、人
口減少地域・へき地の医療提供体制・オンライン診療、データヘルス等）。人口減少が
進む中、住民の健康を維持増進する観点から、自治体の医療政策に強い関心を持って、
研究を行っています。

人口減少時代の自治体レベルの医療政策
健康開発学科 健康情報学専攻

医療政策、政策疫学

古城 隆雄 教授

https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=370kojo

研 究 概 要研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介講 座 テ ー マ 紹 介

研 究 紹 介研 究 紹 介

• 都道府県、自治体、民間企業との共同研究や委員活動に注力しています。
• 介護施設の運営にも10年以上関わっています。
• 都道府県、市町村の行政官、保健師の問題意識、行動で大きく政策は変わります。

課題解決のための調査や研究、委員会等、役に立てることがあればご相談ください。

ご要望に応じて、柔軟に検討させていただきます。
• 自治体職員、保健師のための、行政データの利活用の方法
• 医療や介護に関わる制度・政策の説明
• 住民の健康を守るための医療費適正化
• 人口減少時代の医療提供体制、へき地におけるオンライン診療の活用など

１．へき地におけるオンライン診療の活用
山口県立総合医療センターへき地医療支援センターが発刊している

「へき地におけるオンライン診療の手引き」に関わっています。
山口県薬務課から姉妹版の服薬指導の導入の手引きも発刊されています。

２．発症前の予防行動は適切だったか︖
脳卒中や心筋梗塞などの重症疾患を発症された患者が、発症前に適切な予防行動（特

定検診の受診、医療機関への受診）を行っていたのかを分析しています。自治体のデー
タヘルス計画に必要な分析についても研究しています（神奈川県平塚市と共同研究）。

３．医療費適正化の重点対象者に関する研究
本来の医療費適正化は、単なる医療削減・抑制ではなく、住民の健康維持・増進のた

めの重点的な医療資源の配分と効率化です。健診やレセプトデータを連携させ、住民の
健康維持の視点に立った解析方法について研究しています。

４．医療政策の理念に関する研究
適切に政策課題を設定するためには、医療政策の理念が必要になりま

す。憲法論・現代正義論を土台に、医療政策の理念に関する著書（共著）
を発刊しています。

アピールポイントなどアピールポイントなど
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社会的成果につながる 健康づく り へ
－研究をどのよ う に実社会に還元する か－

健康開発学科 健康行動科学専攻（ 健康情報学専攻 2025年度よ り ）

運動疫学、 公衆衛生学、 健康教育学

北畠 義典 教授

自立高齢者、 集団戦略型健康づく り 、 身体活動、 協働

http s://w w w .sp u .a c .jp /a c a d e m ic s/d b /ta b id 334.htm l?p d id =218kita

研 究 概 要

研 究 紹 介

社会的成果につながる 健康づく り へ

こ れま で高齢者の健康づく り は機能回復に主眼が置かれる 傾向にあり ま すが、 こ れから
は高齢者が地域の中に生き がいや役割を も っ て生活でき る よ う な環境を 整備し て健康づく
り を 目指すこ と が必要です。 そのためには、 全ての人々を 対象と し た集団戦略型の健康増

進対策と し て健康づく り を 実践する こ と が重要です。 こ れら を 実現する ためにはヘルス プ
ロ モーショ ンを 念頭においた多領域・ 多分野の専門家が学際的に連携し 、 さ ら に住民と 行
政と の協働によ っ て、 包括的な健康づく り の方法を 開発する こ と が必要と なり ま す。

山梨県都留市（ 総人口; 31,246名， 高齢者人口; 8 ,155名 ）
＊高齢化率: 26.1% （ 全国26.7% : 県内19位/27市町村）

都留ス タ ディ

ベース ラ イ ン 調査 2016年1月

テーマ
地域の自立高齢者を 対象と し た生活拠点型介護予防シス テム の開発

※研究者と 行政と の連携から
→ 地域保健政策に活かせる エビ デンス （ 根拠） の提供

2019年時点

2018年1月
2019年1月
2022年1月

☆ベース ラ イ ン調査と 同様のも のを 毎回実施
☆介護認定者数等の把握

☆各調査期間ま でのデータ を 用いて変化を 検討

追跡調査

現在、 我々は山梨県都留市の全自立高齢者の健康実態調査を 用いて、 厚労省が進めてい
る 「 通いの場」 の効果検証を 進めていま す。 住民主体の健康なま ちづく り を 住民・ 行政・

研究者の協働ですすめてみま せんか。
自治体での委員

・ 都留市 セーフ コ ミ ュ ニティ 外傷サーベイ ラ ンス 委員（ 2018年11月～）

・ 春日部市 健康づく り 推進審議会 委員（ 会長 ） [2019年4月～]
・ 春日部市 高齢者保健福祉計画等推進審議会 委員（ 会長 ） [2019年4月～]
・ 越谷市 生涯学習審議会 委員（ 副会長 ） [2021年4月～]

・ 戸田市 保健対策推進協議会 委員（ 会長 ） [2021年4月～]

・ 地域高齢者の集団的健康づく り の開発と その評価について

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイント など

研究対象者: 全ての自立高齢者6 ,6 6 1 名
（ 市在住の要介護認定を 受けていない人）

調査方法: 全数調査（ 郵送法）
回収数（ 率） : 5311名（ 79.7% ）

調査内容: 基本チェ ッ ク リ ス ト 、 身体活動、 膝痛、 認知
機能、 う つ、 睡眠、 フ レ イ ル、 既往歴など
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1 .自治会主体の健康づくり活動システムの開発

市、地域包括支援ｾﾝﾀ 、ー社会福祉協議会
との連携による事業研究。
1） ご当地体操の開発（ ﾎ゚ ｽﾀ ・ーDVD作成）
2） 「健康づくりリーダー育成講習会」ﾌ゚ ﾛｸﾞ ﾗﾑ

の開発・事業実施支援
3） 効果・事業成果に関する研究

4) 参加者アンケート調査 等

2 .「毎日1 万歩運動」の効果検証（ 受託研究）

歩数計測、体力測定結果、血液検査結果、
医療費 等から事業の効果検証を実施。
●開始初月の平均歩数から、6か月間の平均歩数

をある程度予測できる可能性。
●6,000歩以上の歩数を6か月間継続することで、

下肢筋力や複合動作能力も向上。 ・・・など

57

健康づく り ･地域づく り シス テムの開発
理学療法学科

地域リ ハビ リ テーショ ン 、 地域支援、 ヘルス プロ モーシ ョ ン

田口 孝行 教授

健康づく り 、 フ レ イ ル予防、 地域づく り

http s://w w w .sp u .a c .jp /a c a d e m ic s/d b /ta b id 334.htm l?p d id =165ta g u

研 究 概 要

アピールポイント など

研 究 紹 介

リーダー育成講習会（ 全7回）

自治会への説明

自治会からリーダー育成講習会受講者の推薦

◆市、地域包括支援ｾﾝﾀ 、ー社会福祉協議会、協働実施

自治会主体の健康づくり教室開催

リーダーフォローアップ講座（ 年1～2回程度）

継続自治会対象の健康ﾁｪｯｸ事業（ 年１ 回）

「地域包括ケアシステム」および「地域共生社会」において、住民主体による地域課題の解決力強化
や体制づくりが必要であることが提言されています。

自分個人の健康課題として内向きにとらえるのではなく、地域全体の健康課題として外向きにとらえる

志向を持って、住民が主体となって課題解決（ 健康づくり） に取り組むことができるシステム（ 地域づ
くり） 開発に関する事業研究を行っています。

自治体における介護保険運営協議会（ 会長 ） 、地域包括ケア推進協議会（ 会長 ） 、介護保険
認定審査会等にも関わらせていただいております。

自治体との政策等に関わる共同研究、企業とのヘルスプロモーション等に関する共同研究のお誘いをお

待ちしております。

講 座 テ ー マ 紹 介

●健康づくり/介護予防リーダー育成講習会、住民が主体となった地域づくりのための講習会など
●地域支援事業への関わりのポイント: 専門職が地域支援事業に関わる際の留意点など

●パーキンソン病の在宅支援: パーキンソン病に特化した在宅生活支援についての解説
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効果的な健康増進を考える －健康寿命延伸に対する 提案

理学療法学科

身体バラ ン ス 、 健康寿命延伸、 生活環境、 日常生活に関する 理学療法学

井上 和久 准教授

バラ ン ス 、 健康増進、 予防

http s://w w w .sp u .a c .jp /a c a d e m ic s/d b /ta b id 334.htm l?p d id =166ino

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイント など

研 究 紹 介

「 身体バラ ンス 機能低下を 予防する ト レ ーニン グ」 「 機器を 利用し た運動効果」 「 運動習

慣の導入効果」 など 。

2014年6月よ り 日本地域理学療法学会の運営に関わっ ており 、 日本予防理学療法学会の
運営にも 6年間関わっ ていま し た。 ま た、 全国レ ベルの研修会・ 学会等の運営にも 参画し

てき ま し た（ 第49回日本理学療法士協会全国学術研修大会: 準備委員長 、 日本地域・ 支援
工学・ 教育合同理学療法学会学術大会2020: 合同学術大会長 ） 。

1． 健康のために取り 組む生活習慣病の対策
健康を 維持する ために生活習慣病の実際と 対策について講義を さ せていただき 、 普段

の生活の中で取り 組む具体的な運動について体験等も し ていただき ま す。
2． 身体バラ ンス （ 平衡機能） について

人間が立位を 保持する ためには、 身体のど のよ う な仕組みでバラ ンス を と っ ている か

について講義し 、 ま た、 バラ ンス を 測定する 機器について紹介さ せていただき ま す。

現在進めている 研究と し て、 下記のテーマに関連し た内容を 実施し ていま す。
1． 健康増進（ 生活環境支援） に関し て

2． 下肢筋力と 重心動揺と の関係について
3． 義肢・ 装具について
4． 規範意識について
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1 ． 乳児をもつ母親の育児肯定感を高める親子体操プログラムの開発とその効果検証
－ 乳児とその母親が日常生活で実施しやすい親子ふれあい体操プログラムを作成しました。

－ プログラム参加による母親への効果が確認でき、
母子関係や母親の心身健康状態を良好に維持させる可能性も示唆されました。

●親子体操の開発
子どもの成長 発達にあわせたベビーマッサージ・エクササイズや
母子のふれあいと産後の身体を考慮した母子体操を

歌の活用など継続しやすい工夫をし、同一対象者に3回実施

●効果検証

唾液アミラーゼ値と不安感が有意に低下、快感情やリラックス感が有意に向上
プログラム継続理由は、母子関係や母親自身への効果の実感、習得の容易さなど

2 ． 模擬産婦やI CTなどを活用したシミュレーション教育
看護師・助産師教育におけるシミュレーション教育、 模擬産婦養成などの
研究を実施しています。

●ベビーマッサージ・エクササイズ ●親子ふれあい体操
●育児期ママのエクササイズ ●更年期女性のエクササイズ など

●身体活動（ 生活活動＋運動） は、糖尿病、循環器疾患、 がん、認知症などのリスクを低減し、
メンタルヘルスや生活の質の向上などの効果が認められています。子どもから高齢者まで、多くの人が
無理なく日常生活の中で身体活動を実施する方法の提供や環境をつくることが求められています。
とくに、女性のライフステージに応じた身体活動に焦点をあてて、研究を行っています。

●妊娠・分娩のハイリスク化、分娩数の減少、さらに、感染症流行下において、臨地実習経験の不足が
懸念されています。そのため、助産師・看護師教育において、臨床判断力や実践能力などの向上を目
指したシミュレーション教育が重要であり、その実践と研究を行っています。

44

身体活動・シミュレーション教育
看護学科

身体活動、 助産師・ 看護師教育、 規範意識

山本 英子 准教授

行動変容、 親子体操、 育児肯定感、 シミ ュ レ ーショ ン 教育、 模擬産婦

http s://w w w .sp u .a c .jp /a c a d e m ic s/d b /ta b id 334.htm l?p d id =144ya m a

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイント など

研 究 紹 介

埼玉県看護協会助産師職能委員会、県内高等学校・学校評議員会などに参加させていただいてお
ります。
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「お互いを知り、お互いを大切にする」環境作り
看護学科

精神看護学、精神保健学、働く人のメンタルヘルス

澤田 宇多子 准教授

メンタルヘルス、Civility、CREWプログラム。コミュニケーション、テレワーク
https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=351sawa

研 究 概 要研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイントなどアピールポイントなど

研 究 紹 介研 究 紹 介

• 働く人のメンタルヘルス
• Civility, Respect, and Engagement in the Workplace (CREW) プログラム
• 心のサポーター養成研修

などをテーマにした講演、研修会

• 職場におけるCREWプログラムの実践
• 職場におけるオンラインCREWプログラムの開発
• 心のサポーター養成研修に関わる研究

私の研究テーマは、「お互いを知ること」を起点として、人々が相互に尊重し合い、安心
して共に働くことのできる関係性と、あたたかく包摂的な組織風土の構築/醸成を目指す介
入研究です。主に職場環境を対象として、信頼関係の構築や心理的安全性の向上に資する
プログラムの開発と実践を行っています。ありのままでいられる場や、他者とのつながり
を実感できる職場風土は、個人の能力や多様性を活かすことができ、組織全体のウェル
ビーイングも高まると考えます。
最終的には、このような介入研究が不要となるほど、すべての人が「自分はここにいてよ
い」「私は受け入れられている」と自然に感じられるような、信頼と尊重に満ちた社会が
実現されることを期待しています。

コロナ禍以降、職場におけるコミュニケーションの不足や、従業員同士の社会的関係性の
変化が顕在化しています。こうした課題への対応策として、関係性の質の向上を目的とし
たCREWプログラムが注目されています。本プログラムは対面での実施を基本としていま
すが、テレワークを実施している職場において、Web会議システムなどのICTツールを活
用した「オンラインCREWプログラム」の導入を提案しています。対面式とは異なる特性
を踏まえ、クラウド上での文書共有や記録管理など、オンライン環境に適した工夫を施し
ながら、効果的な実施体制の構築を目指しています。
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慢性の病いと と も に生活する 人のセルフ ケア支援
看護学科

糖尿病と と も に生活する 人のセルフ ケア支援、 アセス メ ン ト 、 ACP

山岸 直子 准教授

慢性の病い、 糖尿病、 セルフ ケア、 自己管理、 アセス メ ン ト 、 高齢者、 独居、 AC P

http s://w w w .sp u .a c .jp /a c a d e m ic s/d b /ta b id 334.htm l?p d id =113ya m a

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイント など

研 究 紹 介

糖尿病や高血圧など の「 慢性の病い」 と と も に生活を する 人は、 健康維持のため様々な
「 セルフ ケア」 が必要と なり ま す。 「 セルフ ケア」 と は、 ❛自分自身のために❜❛自分で行う ❜
こ と を 意味し ま すが、 こ のよ う なセルフ ケアを 生活の中で継続的に行う こ と は容易なこ と
ではあり ま せん。 さ ら に、 セルフ ケアが困難と なり やすいひと り 暮ら し 高齢者や高齢夫婦

のみで生活し ている 人も 増加し 、 生活状況に合わせたセルフ ケア支援が求めら れま す。
そのため、 その人の生活状況に合わせて、 生命や健康の維持のみなら ず生活の楽し みも

維持し ながら 自分ら し く 生き る こ と を 目指し た「 セルフ ケア支援」 に関する 研究に継続的
に取り 組んでいま す。

こ れま での研究では、 主に糖尿病と と も に生活を し ている 人々から の「 病いの語り 」 を
伺い、 ど のよ う な体験や思いを 抱き ながら セルフ ケアに取り 組んでいる か、 求めら れる 看

護について明ら かにし てき ま し た。 病いと と も に生活を する 人々の視点に立ち、 生活の楽
し みの維持を 大切にし たセルフ ケア支援に取り 組んでいま す。

 糖尿病・ 高血圧・ 慢性腎臓病など の生活習慣病の予防や健康維持を 目指し た行動促進
（ 行動変容） に関する 講座

 高齢者やひと り 暮ら し 高齢者の健康や生活の楽し みの維持を 目指し た支援に関する 講座
 健康な人・ 慢性の病いを も つ人へのアド バン ス ・ ケア・ プラ ン ニング推進に関する 講座

 糖尿病と と も に生活を する 人を 対象と し た調査と 、 その人々を 支援し ている 看護師を
対象と し た調査に取り 組み、 双方の視点を 統合し た多角的・ 包括的な支援を 検討し て
いま す。

 独居の高齢2 型糖尿病患者の自己管理の実際と 支援ニーズ
－同居者のいる 高齢2 型糖尿病患者と の比較－

 独居の高齢2 型糖尿患者に対する 熟練看護師の看護支援
 高齢糖尿病患者のセルフ ケア支援のためのアセス メ ン ト ツ ールの開発
 人生の最終段階における 医療・ ケアについて、 本人が家族等や医療・ ケアチーム と 繰り

返し 話し 合う 取り 組み（ アド バン ス ・ ケア・ プラ ン ニング） の推進に向けた共同研究に

も 取り 組んでいま す。
 「 も し も 」 の時の医療・ ケアの話し 合い行動意図尺度を 用いた家族参加型アド バンス ・

ケア・ プラ ンニン グ（ ACP） 研修の効果
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個人のみなら ず地域・ 社会のウ ェ ルビーイ ング向上を 目指し た
シニアのための持続可能なデジタ ル利用支援シス テムの開発

社会福祉子ど も 学科 社会福祉学専攻

高齢者福祉、 高齢者虐待防止、 専門職連携教育＆専門職連携実践

小川 孔美 准教授

地域包括ケアシス テム 、 サロ ン 、 世代間交流、 デジタ ルデバイ ド の縮小、 ボラ ン ティ ア

http s://w w w .sp u .a c .jp /a c a d e m ic s/d b /ta b id 334.htm l?p d id =202o g a

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイント など

研 究 紹 介

「 誰一人取り 残さ ない」 デジタ ル化を 進める 観点では、 地理的・ 経済的・ 身体的制約の
有無にかかわら ずデジタ ル活用を 促すため、 デジタ ルへの接触機会を 増やし その価値を 実
感でき る よ う にする など の継続的なデジタ ル利用支援が必要です。
「 端末の操作が難し い」 、 「 近く に相談でき る 人がいない」 と いっ た理由で、 デジタ ル活

用を 躊躇する 人たちは高齢者を 中心に存在し ており 、 「 デジタ ル推進員」 １ ） や民生委員、
各専門職等が支援し ていま すが、 デジタ ルリ テラ シー、 セキュ リ ティ 等、 支援のう えでの
課題も 多く 指摘さ れていま す。

支援を 受ける 高齢者だけでなく 、 支援に関わる 地域住民・ 専門職も と も にウ ェ ルビ ーイ
ング向上を 可能にする 、 地域ニーズに即し た安心安全なデジタ ル利用支援の仕組みや教材

を 開発し 、 その効果を 検証し ていま す。

１ ） デジタ ル庁「 デジタ ル推進委員の取組」 （ http s: //w w w .d ig ita l.g o .jp /po licie s 2024 .2 .1 4 ）

１ ． シニア世代における デジタ ルデバイ ド 要因の研究

２ ． 社会福祉協議会〔 生活支援体制整備事業〕 における 協議体（ 地域支え合い会議） 、

自治会、 地区サロ ン、 地域包括支援セン タ ー等と の連携によ る デジタ ル支援
事業

３ ． デジタ ル支援を 行う 「 支援者」 が抱える 困難ー課題解決に向けた支援の開発

・ 地域包括ケアシス テムにおける 高齢者の見守り 支援と ICT活用

・ シニア世代における デジタ ルデバイ ド 要因と 支援のあり 方
・ デジタ ルリ テラ シーっ て? －ス マホサロ ン の運営のポイ ント
・ 超高齢社会における デジタ ルデバイ ド と 社会的孤立

自治体における 「 地域包括ケア推進代表者会議 顧問」 「 地域包括支援センタ ー運営協
議会委員」 「 地域福祉計画審議会 会長 」 等にて、 地域の実情把握、 課題検討を 行っ てい
ま す。

ま た、 企業、 NPO等と の連携も 大切にし ており 、 デジタ ルデバイ ド 対策に関する 課題解
決に関する 共同研究、 シス テム 開発に関する 共同研究ができ たら と 思っ ており ま す。
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１ ． 女性の身体活動と ヘルス リ テラ シーの関連
ス ポーツ 実施率の低い20-40代女性を 対象と し た調査において、 ヘルス リ テラ シーが高

い人は低い人よ り 運動・ ス ポーツ を 実施（ 週1回以上） し ており 、 健康のために推奨さ れる

身体活動量を 達成し ている 人も 多いと いう 結果が得ら れま し た。 ま た、 子育てや仕事と
いっ た運動・ ス ポーツ の実施を 阻害する 要因の影響を 差し 引いても 、 ヘルス リ テラ シーの
高さ は、 運動・ ス ポーツ 実施、 身体活動量に関連し ている こ と がわかり ま し た。

２ ． 高齢者のフ レ イ ルと ヘルス リ テラ シーの関連
地域在住の高齢者における 身体・ 社会的フ レ イ ルと ヘルス リ テラ シーと の関連を 検討し

たと こ ろ、 フ レ イ ル該当者のヘルス リ テラ シーは非該当者よ り も 低いと いう 結果が得ら れ
ま し た。

地域における ヘルス プロ モーショ ン活動
～ヘルス リ テラ シーと 健康教育～

看護学科

公衆衛生看護学、 地域看護学

石﨑 順子 教授

健康づく り 、 ヘルス プロ モーショ ン 、 ヘルス リ テラ シー、 健康行動

http s://w w w .sp u .a c .jp /a c a d e m ic s/d b /ta b id 334.htm l?p d id =306ish i

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイント など

研 究 紹 介

ヘルス プロ モーショ ンと は、 「 人々が自ら の健康と その決定要因を コ ン ト ロ ールし 、 改
善する こ と ができ る よ う にする プロ セス 」 （ WHO） と 定義さ れていま す。 ヘルス プロ モー

ショ ンの推進には、 人々の主体的な健康づく り と 誰も が健康になれる 社会の創造への取り
組みが重要であり 、 そのアウ ト カム と し てヘルス リ テラ シーへの注目が高ま っ ていま す。
ヘルス リ テラ シーは、 健康や医療に関する 情報を 入手、 理解、 評価、 活用する ための知識、

意欲、 能力である と と も に、 社会における 資源でも あり ま す。 人々の健康行動、 健康状態
と ヘルス リ テラ シーと の関連を 明ら かにする こ と で、 ヘルス リ テラ シーの向上に着目し た
効果的な健康教育プロ グラ ム の開発を 目指し ていま す。

埼玉県内自治体において、 保健医療に関する 計画策定や保健事業の評価に関わる 活動に
従事し ていま す。 ま た、 自治体保健師の階層別研修（ 新任） に協力し 、 専門的能力獲得に
向けた保健師の人材育成や基礎教育のあり 方についても 検討し ていま す。

 健康づく り 、 保健・ 予防に関連し た一般向けの講座
 健康づく り ボラ ン ティ ア等、 地域における 健康づく り リ ーダーに向けた「 健康」 「 ヘル

ス プロ モーショ ン 」 に関する 講座

17
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女性のラ イ フス テージにおける 健康支援
理学療法学科

須永 康代 准教授

ウ ィ メ ン ズヘルス 、 姿勢、 動作、 運動、 骨盤、 妊娠、 産後

http s://w w w .sp u .a c .jp /a c a d e m ic s/d b /ta b id 334.htm l?p d id =173suna

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイント など

研 究 紹 介

女性の生涯にわたる 健康支援を 目的と し て、 運動学的解析を も と に身体的変化を 捉え、 各
年代における 身体機能の諸問題に対する 予防・ 改善のための支援について検討を 行っ てい

ま す。
具体的には、 思春期における 月経周期に関連し たス ポーツ 傷害、 妊娠中～出産後の身体の
変化に伴う 姿勢・ 動作の問題や痛み、 中高年女性の骨粗鬆症や尿失禁など 、 各年代でのラ

イ フ イ ベン ト に伴う 身体機能の変化や加齢によ る 影響など 、 ラ イ フ ス テージに即し た健康
課題の解決に向けて研究に取り 組んでいま す。

様々な女性の健康問題に対する 支援に取り 組んでいま す。 特に、 妊娠中から 産後の健康問
題に対し 、 地域の産婦人科や整形外科等と の支援体制構築に力を 入れていま す。

論文: Chang es in  m otion  pa tterns am ong  preg nan t w om en  tu rn ing  w h ile ca rrying  a n  ob ject a fter rising  

from  a  cha ir. Su nag a  Y, et a l., In t. J. Ind . Erg on . 2020 ;  80  

h ttp s: //w w w .scie n ced irect.com /science/a rticle/p ii/S 0 1698 1412030647 8?via % 3Dih ub

学会: 一般社団法人 日本理学療法学会連合 日本ウ ィ メ ン ズヘルス ・ メ ンズヘルス 理学療法研究会 理事

■中高生の月経と ス ポーツ に関する 講座
ス ポーツ に取り 組む中高生、 指導者など 一般の方向けの講座

■妊娠中から 産後の問題（ 腰痛・ 尿失禁など ） に関する 講座
妊娠中・ 産後の一般の方向けの調査・ 運動指導、 専門職向けの講座

■骨粗鬆症や尿失禁など の予防講座

一般の方向けの調査・ 運動指導

▮ 成熟期▮ ▮ 更年期・ 老年期▮▮ 思春期▮

月経周期における 身体の変化
と ス ポーツ 傷害に関する 検討
を行っていま す。

妊娠中～産後の姿勢・ 動作変化の解明
や、 骨盤ベルト の姿勢安定性への効果
検証を行っていま す。

骨粗鬆症予防や尿失禁予防

のための調査、 指導を行っ

ていま す。

ウ ィ メ ン ズヘルス 理学療法学、 バイ オメ カ ニク ス
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エビデンス に基づいた食育の推進
健康開発学科 健康行動科学専攻（ 健康情報学専攻 2025年4月よ り ）

公衆栄養、 栄養教育

内山 真理 准教授

食育、 栄養、 食事調査

https://w w w .spu .a c.jp /a ca d em ics/db/ta b id334 .h tm l?pd id= 220u ch i

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイント など

食育は、 対象集団の食生活に関する 実態を 把握し 、 健康・ 栄養上の課題を 明ら かにする

こ と から 始ま り ま す。 そこ で、 下記①~ ③について提案を 行い、 学校、 地域、 職域におけ
る エビ デン ス に基づいた食育を サポート し ま す。
①食育計画立案、 評価のための食生活に関する 実態調査（ 食事調査を 含む） の計画、

実施、 分析、 評価
②実態調査に基づいた食育計画の立案
③食育計画に基づいた食育プロ グラ ムの計画、 実施、 評価

こ う し た活動を 通じ 、 食・ 栄養に関する エビ デン ス を 構築し 、 幅広い世代の健康づく り
に貢献し たいと 考えていま す。

人々の食は、 家族、 経済、 環境など の様々な要因が複雑に絡み、 多様化し ていま す。
ま た、 食は、 栄養素を 摂取する と いう 生理的な機能だけではなく 、 楽し く 食べる こ と で
心の満足感を 得たり 、 人と 人のコ ミ ュ ニケーショ ン を 円滑にする と いっ た心理的な機能、

食文化、 食習慣を 伝える 文化的な機能を 持ちま す。 管理栄養士と し ての専門性を 生かし 、
さ ま ざま な専門分野、 職種の方々と のつながり を 大切にし たいと 考えていま す。

学校・ 自治体・ 企業等から 依頼を 受け、 下記のよ う な講演・ 食育活動を 行っ ていま す。
・ 食育講座 「 朝食の大切さ 」 、 「 子ど も から はじ める 減塩」
・ 生活習慣病予防講座 「 健康的にやせる 栄養の基礎」 、 「 減塩の工夫」

・ 介護予防講座 「 高齢者の栄養」 、 「 骨粗鬆症予防のための食事」
・ 市民講座、 高校出張講座「 健康食品・ サプリ メ ン ト と の上手な付き 合い方」
・ 食育活動 「 親子食育講座」 、 「 大学生を 対象と し た食育イ ベント 」

「 地域住民を 対象と し た
減塩講座」

Assessm ent
食生活の実態調査

評価

ス タ ート
食育の流れ

小学生を 対象と し た
親子食育講座

大学生を 対象と し た食育イ ベン ト
（ 埼玉県立大学HPよ り ）

-12-

https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=220uchi


【研究分野】

【キーワード】

【U R L】

埼玉県立大学研究・ 地域活動シーズ2024-2025

63

健康づく り のための行動変容
理学療法学科

高齢者の身体活動

久保田 章仁 准教授

行動変容、 行動記録、 低強度身体活動、 座位行動、 健康づく り

http s://w w w .sp u .a c .jp /a c a d e m ic s/d b /ta b id 334.htm l?p d id =170kub o

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイント など

研 究 紹 介

生活習慣病になら ず、 無理のない生き 生き と し た暮ら し を 送る ために 日常生活でいかに
活動量を 維持し ていく か

・ 座位行動時間を 短く する
・ 低強度身体活動を 増やす

出会う 全ての方に、 NNK（ ねんねんこ ろ り ） でなく 、 PPK（ ぴんぴんこ ろ り ） を 願いま す

高齢者大学「 体力を 確認する 」 A市
未来大学 「 楽し く 体力アッ プ」 B県

市民大学 「 健康講座」 C市

行動目標を 達成する ま での5段階の考え方を 学ぼう

活動量計を 使っ てみよ う
生活行動記録票を 作っ てみよ う
身体活動量っ て何?

座り っ ぱなし っ て体に良く ない?
日常行っ ている 生活活動っ ていっ ぱいある ね!!
一日の生活活動を 見直し てみる ?!

リ ラ ク ゼーショ ン 、 必要な時にし てる ?!
あんなと き 、 こ んなと き のス ト レ ッ チ
靴の選び方

綺麗に歩いて体のラ イ ンも き れいに-ノ ルディ ッ ク ウ ォ ーキン グ-のすすめ
骨のための食事と 栄養
おう ちででき る 楽楽筋ト レ

転び方と 骨折のいろいろ

１ ． 健康づく り のために個々の行動変容を ねら う
・ 3軸身体活動量計にて、 座位行動、 歩数、 低強度身体活動の量と 時間を 計測

・ 自分だけの行動記録票の作成
２ ． 身体活動に季節性の特徴がみら れる か
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29

健康と 生活習慣・ 予防・ 臨床判断力
看護学科

生活習慣病予防、 糖尿病看護、 看護教育方法

會田 みゆき 准教授

セルフ ケア教育・ 健康教育、 臨床判断能力育成教育

http s://w w w .sp u .a c .jp /a c a d e m ic s/d b /ta b id 334.htm l?p d id =115a i

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイント など

研 究 紹 介

生活習慣病予防、 生活習慣病の中でも 増加が著し い糖尿病の一次・ 二次予防のためのセ
ルフ ケア行動支援について研究し ていま す。 特に、 食生活、 身体活動における 生活習慣の
改善およ び継続を 支援する ための教育的介入のあり 方について研究し ていま す。

ま た、 看護実践につながる 臨床判断能力育成のための教育プロ グラ ム の開発に取り 組ん
でいま す。 実践につながる 学びを 追究し ていま す。

市民向けの講座は、 高校生から 高齢者ま で、 年代を 問わず実施し ており ま す（ 高校の保

健講座、 未来大学、 地域コ ミ ュ ニティ での講座など ） 。 一般の方の生活習慣病予防意識を
高め、 健康づく り の支援を し たいと 考えていま す。

●生活習慣病予防に関連し た講座
「 生活習慣と 健康－健康づく り のための食事・ 身体活動」
「 認知機能と 生活習慣病」

「 夏バテ予防－栄養と 健康」 など
●多職種連携に関連し た講座

「 多職種連携基礎研修」

●家族参加型アド バン ス ・ ケア・ プラ ン ニン グ研修

1.生活習慣改善のための健康教育に関する 研究

「 勤労男性に対する 身体活動促進を 目指し た行動化への支援」

「 糖尿病予防のための肥満者における 運動の習慣化」 に関する 研究
教育プロ グラ ムの作成およ び行動化・ 行動変容の評価

「 大学生の健康度およ び生活習慣」 に関する 研究
2.臨床判断能力を 高める 教育の研究

「 視線分析を 用いた多重課題における 臨床推論力を 高める 教育プロ グラ ム の開発」

臨床で遭遇する 多重課題場面での学習者の情報獲得と 思考過程の特徴の明確化（ 視線
分析を 活用） ⇒シミ ュ レ ーショ ン教育プロ グラ ム の開発

3.家族参加型アド バン ス ・ ケア・ プラ ン ニン グ（ ACP） に関する 研究
地域資源を 活用し た住民によ る 家族参加型のACP研修会の企画、 実施、 評価
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睡眠を改善する ための介入プロ ト コ ルの開発と 効果検証

健康開発学科 検査技術科学専攻

臨床生理学、 睡眠医学、 時間生物学

有竹 清夏 教授

睡眠、 脳波、 温熱生理、 体温（ 放熱） 、 不眠症、 時間認知、 女性、 更年期、 動脈硬化

http s://re se a rc hm a p .jp /Ha w a ii1224

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイント など

研 究 紹 介

一部の不眠症やう つ病では、 自身の睡眠時間を著し く 短く 評価する 睡眠時の時間感覚の異常が認め

ら れ、 その背景に深い睡眠の減少が関連する 可能性が考えら れていま す。 そこ で不眠症の生理学的メ

カニズムを探る と と も に、 深い睡眠を増やす身体運動や温熱刺激を用いた有効な介入プロ ト コ ルや新

たな評価法を確立し 、 現代社会で誰も が抱え得る 不眠の改善に貢献し たいと 考えていま す。

ま た女性の体は女性ホルモンと 密接に関連し 、 思春期や成熟期、 更年期などラ イ フ ス テージやラ イ

フ ス タ イ ルによ る 生体の変化がし ばし ば身体的・ 精神的不調や睡眠障害を引き 起こ し ま す。 一方、 男

性の体も ホルモンの影響を受ける 点では例外ではなく 、 性ホルモンの影響を受け、 更年期を境に男性

ホルモンの分泌が乱れ始め、 睡眠障害やう つ等様々な不調が生じ ま す。 性ホルモンに影響さ れやすい

男女の睡眠と 健康への関連因子を調べ、 改善策を探り たいと 思いま す。

 高齢者への睡眠衛生に関する 講座
 小、 中、 高、 大学生を対象と し た睡眠衛生教育講座
 睡眠の基礎、 睡眠障害に関する 一般、 専門職者向け講座
 睡眠計測・ 睡眠判定基準に関する 専門職者向けの講座
 睡眠の臨床研究（ 治験） における 医療技術講座・ 支援

1. 身体運動と 睡眠: 身体運動が睡眠中の生理機能(放熱・ 体温・ 脳活動他)と 認知機能に与える 影響
2. 女性の健康と 睡眠、 性差と 睡眠: 更年期・ 成熟期の不眠の病態生理と 身体運動の効果検証
3. 睡眠中の時間感覚: 睡眠状態誤認に関する 生理学的研究
4. 動脈硬化と 睡眠: 生理学的動脈硬化指標と 睡眠の関連・ 性差に関する 研究
5. 睡眠呼吸障害患者に生じ る 脚運動と 心血管疾患・ 総死亡リ ス ク に関する 研究（ 国際共同研究）
6. 乳幼児の発達と 睡眠（ 共同研究）
7. プレ フ レ イ ルと 睡眠
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放熱と 自覚的な寝つき の関係
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社会的成果につながる 健康づく り へ
－身体活動を用いた不眠改善プロ グラ ムの開発－

健康開発学科 健康行動科学専攻（ 健康情報学専攻 2025年度よ り ）

運動疫学、 公衆衛生学、 健康教育学

北畠 義典 教授

自立高齢者、 集団戦略型健康づく り 、 身体活動、 睡眠

http s://w w w .sp u .a c .jp /a c a d e m ic s/d b /ta b id 334.htm l?p d id =218kita

研 究 概 要

我々は 睡眠に不満を 持っ ている 女性自立高齢者31名を 4週間、 毎日就寝前にヨ ガス ト
レ ッ チ（ 5～10分） ＋日中に散歩（ 20分） を 実施する 群（ 介入群: 15名） と 4週間こ れま

で通り の生活を 過ごす群（ 対照群: 16名） と に無作為に分けて、 ス ト レ ッ チ運動が不眠に
及ぼす影響を 検討し ま し た。 その結果、 運動を 実施し た群で中途覚醒時間の短縮（ 一晩に
途中で目が覚めずに眠り 続けら れる よ う になる : 図1） 、 及び主観的な睡眠感の得点の減少

（ 得点の減少は良好である こ と を 示す: 図2） が示さ れま し た。 こ のこ と から 、 実施し た運
動によ っ て軽度な疲労が生じ 、 その疲労を 回復する ために眠り 続けら れる よ う になり 、 そ
のこ と で睡眠への満足度が高ま っ たこ と が分かり ま し た。

身体活動を 用いた不眠改善プロ グラ ム

図2 睡眠総合得点の変化図1 中途覚醒時間の変化

＜睡眠に対する 満足感が高ま った＞＜眠り 続けら れる よ う になった＞

106

・ 地域高齢者の睡眠について
・ 身体活動の推進（ 座位行動の減少） について
・ 地域高齢者の身体機能・ 精神的機能について

講 座 テ ー マ 紹 介

こ れま で、 高齢者の健康づく り は機能回復に主眼が置かれる 傾向にあり ま し た。 こ れか
ら は高齢者が地域の中で生き がいや役割を も っ て、 いき いき と 生活でき る 環境を 整える 中

で健康づく り を 目指すこ と も 必要です。 ま た上記のよ う な科学的根拠に基づいた健康支援
プロ グラ ム を 用いて、 よ り 多く の人を 対象と し た際の集団戦略型の介入研究の蓄積が必要
になり ま す。 住民主体の健康なま ちづく り を 住民・ 行政・ 研究者の協働ですすめてみま せ

んか。
自治体と の共同研究

・ 都留市 長 寿介護課と の共同研究（ 1995年6月～）

・ 都留市 セーフ コ ミ ュ ニティ 外傷サーベイ ラ ンス 委員（ 2018年11月～）

アピールポイント など
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地域における健康増進のための口腔健康管理
秋山 恭子 准教授
健康開発学科 口腔保健科学専攻

口腔疾患予防、口腔健康教育
口腔健康管理、多職種連携、歯科衛生士教育
https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=242aki

研 究 概 要研 究 概 要
口腔健康管理とは、単に口腔内を清潔に保つということではなく、機能面からも健康な

状態を維持・増進することをいいます。現在、社会におけるお口の健康への興味・関心は
増してきており、令和4年歯科疾患実態調査の8020（80歳で20本以上の歯を維持しようと
いう運動）達成者は51.6％という結果となりました。

一方で、お口の中に歯は残っていても健康な状態ではない方も多く、歯周疾患の罹患率
が高いという現状もあります。さらに、要介護状態での口腔健康管理の困難性も課題です。
こういった現状の対策として、幼年期・若年期から口腔の健康に関心を持ち、定期的にプ
ロフェッショナルケアを受けながら、健康を維持できる者を増やすことが重要であると考
えています。そのために、望ましい歯科保健行動の継続や習慣化につながる器具やアプリ
の開発、口腔健康管理法や器材、担う人材の育成に関する様々な研究によって、現場で活
かすことのできる成果を積み上げています。

アピールポイントなどアピールポイントなど
口腔の健康を保つことによって、全身の健康維持・向上にも関連があることがわかってい
ます。普段の些細な心がけで変わりますので、ぜひ口腔健康管理にも興味を持っていただ
けると嬉しく思います。

研 究 紹 介研 究 紹 介
口腔衛生の発展と、歯科衛生士の質の向上を目的に、様々な視点から研究を行っていま

す。下記はこれまで行ってきた研究の一例です。
歯科衛生学生におけるSCATを用いた多職種連携教育に関する課題の抽出
歯科衛生学生のための多職種連携・協働を学ぶシミュレーション教材の開発・評価
歯磨き習慣アプリを用いた小児の歯磨きの習慣化とモチベーションの向上に関する検証
デンタルフロスのサポートツールの有無による口腔衛生効果および習慣化に関する研究

講 座 テ ー マ 紹 介講 座 テ ー マ 紹 介
健康な高齢者を対象とした地域での健康（健口）教室の開催なども担当しています。
＜講話内容（演習を含む）＞

口腔と歯の基本知識
オーラルフレイル予防の秘訣
口腔機能低下症について
噛む力の測定
口腔機能向上訓練の実施

（パタカラ体操、口腔周囲筋トレーニング など） 地域貢献事業の一例
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